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第 1 項では，広島大学病院受診患者ならびに介護老人福祉施設へ通所中の女性（108 名：











第 2 項では，広島大学教職員及び学生，55 歳以上 10 名（男性 5 名，女性 5 名，平均年




みられた 7名を機能低下群とし，異常が見られなかった 13名を正常群とした。この 2群間
で，他の検査について比較検討した結果，嚥下質問紙の判定結果で 2 群間に有意差が認め
られたことからも，VE所見により 2群に分けたことの妥当性を確認できた。次いで，VE所
見と他の検査との相関について検討すると，VE所見と摂食・嚥下に関連する口腔機能との
相関はみられなかったが，口腔内知覚との間には相関がみられた。 
これらの結果より，加齢に伴い口腔機能は低下し，また，口腔内知覚と初期の嚥下関連機
能の低下がほぼ同時期に見られたことから，口腔内知覚検査を行うことで，初期の嚥下機
能の低下をスクリーニングできる可能性が示唆された。  
 
以上の結果から，本論文は高齢者歯科学をはじめ口腔健康科学の発展に寄与するところ
が大きいものと高く評価される。よって審査委員会委員全員は，本論文が著者に博士（口
腔健康科学）の学位を授与するに十分な価値あるものと認めた。 
 
 
